
 

第１学年 道徳科（人権）学習指導案 

１ 主 題  共に生きる 

２ 主題設定の理由（省略） 

３ ねらい 

  人と人がつながり，互いに支え合うことの大切さを理解し，あらゆる人々の人権が尊重された社

会を実現しようとする態度を養う。 

４ 指導計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権ってなんだ？   （学級活動）１時間 

・学校生活の中にある人権に関わる問題に気

付き，自分の問題として考えさせる。 

・人によって見方や感じ方が違うことに気付

き，自他の考え方を尊重しようとする心を培

う。 

人権が尊重される社会をめざして 

～近現代の日本～   （学級活動）１時間 

・人権は，侵すことのできない永久の権利と

して日本国憲法で保障されていることを理

解させる。 

・日本国憲法公布以前の社会では，人権は制

限されたものであったことを理解させる。 

多文化共生社会をめざして 

「ひょうたん島問題」  （道徳科）１時間 

それぞれの個性や立場を尊重し，寛容の心

をもって生きていこうとする態度を養う。 

公正・公平な態度で 

「自分以下を求める心」（わたしの願い） 

「いじめのない世界へ」 （道徳科）２時間 

いじめや差別を自分の問題として捉え，解

決に向けて行動しようとする態度を育てる。 

それぞれの個性や立場を尊重して 

「メガネと補聴器」（わたしの願い）１時間 

個性や違いを認め合い，仲間と支え合う態

度を育てる。 

 

災害時に備えて ～食の備え～ 

（技術・家庭科）２時間 

・災害時における食の課題，特に様々な人へ

配慮した食の備えについて理解させる。 

・災害時における食の課題を知り，どのよう

な備えや対策が必要か考えようとする態度

を養う。 

防災学習  （総合的な学習の時間）５時間 

・災害時における危険を理解し，安全を確保

するための行動ができるようにする。 

・災害時における人権課題を理解し，自分の

問題として考えさせる。 

よりよい社会の実現をめざして 

「避難所にて」（道徳科）１時間（本時） 

災害時の人権問題を解決するために，自分ができることを考え，人と人とがつながり，互いに

支え合うことの大切さを理解し，あらゆる人々の人権が尊重された社会を実現しようとする態度

を養う。 

学級生活の充実に向けて 

「１Ａをよりよくするために」 

（学級活動）１時間 

学級の一員としての自覚をもち，自分の役

割と責任を自覚して集団生活の充実に努め

ようとする態度を養う。 

思いやりの心をもって 

「マンションの椅子」  （道徳科）１時間 

多くの人々の支えや善意により日々の生

活や現在の自分があることに感謝し，進んで

それに応えようとする態度を養う。 



 

５ 本時の学習 

（１）目 標 

災害発生時に起こりうる人権問題を解決する意欲を高めるとともに，地域社会の一員として主

体的にすべての人の人権が尊重された社会を実現しようとする態度を養う。 

ねらいとする道徳的価値 Ｃ －（12）社会参画，公共の精神 

 

（２）普遍的な学習のテーマ  共生 

個別人権課題名     災害時における人権問題 

 

（３）展 開 

学 習 活 動 指導上の留意点 

１ 写真を見て思ったことを自由に発表する。 

 

２ 「私」たち三人の気持ちを考える。 

・なぜ小学校に居づらくなってその場を離れた

のか。 

・どのような思いで貼り紙を作ったのか。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 災害時において，互いの人権を大切にするた

めに，地域社会の一員として今の自分にはどの

ようなことができるか考える。 

 

 

４ 学習を振り返り，これからの自分の生き方に

ついて考える。 

○中学生が震災ボランティアを行っている写真を

提示し，本時の学習の方向付けをする。 

○個々に読んでいる教材について，あらすじを確認

する。 

○周囲の生徒と話し合う時間を設定し，積極的に意

見交換ができるように支援する。 

○「私」たち三人が，災害からの復興を人任せにし

てしまっていると気付いたことを理解させる。 

○「私」たち三人が抱いた，地域のために貢献した 

いという思いに共感させる。         ①③ 

            

 

 

〇子ども，高齢者，障がいのある人，外国人など

が災害時要援護者になりやすいことを確認し，

積極的な支援が必要であることを理解させる。 

○具体的な生活の場面を想定し，自分ができるこ 

とを考えさせ，発表させる。             ②③         

○学んだことや考えたことをまとめさせ，自分自身

の生き方にどうつなげていくのか，考えさせる。 

②③ 

 

（４）評 価 

・災害時においては，様々な人権問題が起こりうることや，その人権問題の解決のためには一人

一人の協力が必要であることを理解できたか。               【知識的側面】① 

・災害時に起こりうる人権問題を自分自身の問題として捉え，人権が尊重された社会を実現する

ためにどのように生きていくか考えることができたか。          【価値的・態度的側面】② 

・他者の意見を受け止めるとともに，自分の考えを表現することができたか。 【技能的側面】③ 

災害が発生したとき，地域社会の一員として今の自分にはどのようなことができるだろう。 


